◇ＣＰＤを実際に始める方法・手順

1.参加登録

建築士会事務局で「建築士会継続能力開発（ＣＰＤ）参加登録申込書」1枚に記入して、登録します。そして、ＣＰＤ手帳を入手します。その時、ＣＰＤ登録番号（バーコードシールで表示されています）が交付されます。

手帳代金として500円。初期登録費が500円（初回のみ）。合計1000円が必要です。

今後は、このＣＰＤ手帳に講習会等を受講した時に、士会がその時発行するバーコードシールを貼っていきます。（バーコードシールに、講習会の名称、単位数：2とか、バーコードが表示されています）

2.ＣＰＤの開始

ＣＰＤ活動は、研修によるＣＰＤと実務によるＣＰＤとからなっています。

具体的に申しますと、研修によるＣＰＤは、講習会等の研修を適宜受講していただき、講習等を受講した時受け取ったバーコードシールを手帳に貼っていき、年1回程度士会事務局に手帳を提出してデータ登録をする。実務によるＣＰＤは、日常のご自分の仕事を適宜記録していき、実務記録シートにまとめて記入して年1回程度、士会事務局に提出して登録する。以上が大まかな流れです。

3プログラムの情報入手（研修によるＣＰＤ）

ＣＰＤ手帳に貼ることができるのは、建築士会がＣＰＤとして適当であると認定したプログラムになります。このプログラム情報は士会連合会の会誌やホームページ。あるいは県士会の会報、ホームページ。各支部からの案内等から入手して下さい。

4.手帳へ記録（研修によるＣＰＤ）

指定講習会を受講した時のバーコードシール（士会連合会がシールを発行します）、現場見学会を支部で企画実施した時のバーコードシール（支部がシールを発行します）、士会連合会・会誌の中の連続講座を読んで入手するバーコードシール（会誌に印刷している）などをご自分のＣＰＤ手帳に貼っていきます。

5.データ登録

研修によるＣＰＤ：年1回程度、ＣＰＤ手帳を県士会事務局に提出して下さい。事務局では、手帳に貼られたバーコードシールをすべて、バーコードリーダーで読み取り、ＣＰＤ登録者のデータベースに登録いたします。

実務によるＣＰＤ：年1回程度、実務記録シートに手書きで記入していただき、県士会事務局に提出して下さい。内容をテェックして単位を認定し、その結果をＣＰＤ登録者のデータベースに登録いたします。

6.証明書の発行（ニ種類）

まず、5年間で250単位以上を取得されますと、5年に1回、「建築士継続能力開発（ＣＰＤ）履修証明書」を連合会会長と県士会会長連名で発行。そして、希望者には年1回、「建築士継続能力開発（ＣＰＤ）実績証明書」を同じく連名で発行し、過去1年間の取得単位数を証明いたします。

そして、将来的には、県士会のホームページで、ＣＰＤ建築士のスリトを公開して、一般市民がだれでも閲覧できるようにする予定です。皆様の営業活動にもお役立て下さい。又、この証明書は転職などをされるとき、ご自分のキャリアを証明する有力な武器となることでしょう。

◇専攻建築士制度とは。又ＣＰＤとの関係は

◇専攻建築士とは

社会の高度化・複合化にともない、建築士が果す業務分野は広範囲となり、解りにくくなってきている。また、時代の進展に合わせ、新しい技術、より高い能力が建築士に求められるようになっている。それ故、建築士は発注者・消費者に対して、「絶えず自己研鑽に努め、かつ一定の実績を挙げている資格者として自らの専攻（専門）領域を明示し」宣言する社会的な責任があると考えます。

日本建築士会連合会は、専攻（専門）領域について、一定の実務実績のある者を「建築士会」が審査し、「第三者性のある認定機関」が認定する「専攻建築士制度」の創設を決定いたしました。平成15年度に東京建築士会、大阪府建築士会、静岡県建築士会では試行が開始されます。まだ、制度の中身が完全に確立されていないところがあります。しかし、早い時期に全国士会で開始されていくと思われます。

名称はまだ未確定ですが、まちづくり専攻建築士、設計専攻建築士、構造専攻建築士、環境設備専攻建築士、生産専攻建築士、棟梁専攻建築士の7つになりそうです。

◇ＣＰＤと専攻建築士制度の関係

専攻建築士の認定をするために、審査を行う事になりますが、その審査基準は、専攻建築士別に「実務経験年数」「実務実績件数」及び「指定されたＣＰＤの取得単位数」となっています。つまり、ＣＰＤを行っていることが絶対条件となります。

又、専攻建築士は資格取得後、5年毎に登録更新することになっています。その登録更新の要件として、「ＣＰＤ250単位」以上となっています。詳細はまだはっきり決まっていませんが、ＣＰＤと専攻建築士制度は完全に連動（リンク）しています。

そこで、早急にＣＰＤ制度を福岡県建築士会も開始いたします。すべての建築士会会員がＣＰＤ登録を行い、継続能力開発に取り組んでいきましょう。
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